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農

業

恐

ir荒

入

木

芳

之

助

-
、
農
業
恐
慌
の
意
義

世
界
何
れ
の
闘
に
於
て
も
今
日
は
農
業
不
況
に
苦
し
み
、
世
人
は
此
の
航
離
を
表
現
す
る
に
農
業
恐
慌
な
る
語

佐
以
て
し
て
ゐ
る
。
恰
も
艇
擁
鼠
中
は
慨
に
久
し
き
以
前
に
於
て
、
農
業
部
慌
な
る
概
念
を
明
瞭
に
規
定
し
、
農
業

恐
慌
理
論
を
精
細
に
糟
系
づ
け
て
ゐ
る
か
の
如
〈
に
。
然
る
に
貫
肢
に
於
て
は
、
農
業
恐
慌
の
圃
民
経
梼
上
に
及

ぼ
す
重
大
性
に
拘
ら
令
、
此
の
現
象
は
充
分
組
織
的
に
解
説
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
一
般
恐
慌
理
論
、
引
い
て
景
気
麓

勤
の
理
論
的
研
究
は
、
勿
論
各
著
者
に
よ
り
種
々
異
な
る
見
解
に
立
つ

k
は
い
へ
、
極
め
て
盛
な
る
が
、
業
の
取

扱
ふ
所
は
商
工
業
現
象
に
し
て
、
農
業
の
如
き
は
一
般
景
気
麓
動
、
恐
慌
を
説
明
す
る
補
助
手
段
と
し
て
引
用
さ

る
〉
に
過
ぎ
な
い
。
思
ふ
に
斯
る
事
情
は
、
農
業
資
本
主
義
援
達
が
比
較
的
運
か
り
し
と
、
農
業
経
済
が
園
々
仁

よ
り
極
め
て
多
く
の
特
異
性
を
有
す
る
た
め
、
農
業
恐
慌
に
就
て
も
、
之
を
一
般
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
極
め
て

困
難
な
る
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。

従
来
の
農
業
経
済
皐
者
は
農
業
恐
慌
を
如
何
に
規
定
す
る
か
。
コ
シ
ラ

1
ド
は
、
「
農
業
恐
慌
と
は
異
常
な
る
純

股
盆
、
殊
に
地
債
の
騰
貴
に
劃
す
る
反
動
土
し
て
起
る
純
牧
盆
の
低
下
世
に
信
用
の
不
足
に
依
て
、
大
多
数
の
農

農

業

恐

慌
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十
ニ
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九
五
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農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

六
九
六

第
四
號

一
〇
八

民

の
経
濟
的
存
在

を
脅
す
所

の

一
図

の
経
濟
状
態

」

で
あ

る
と
解

し
近
シ

ユ
レ
ル

ン
・
シ
ュ
ラ

ッ
テ

ン
ホ
ー

フ

ェ
ン

は

、
「
農
業

恐
慌

と

は
農

政
生
活

に
於

て
激

し
く
現
は

る
～
疾
病

状
態

に
し
て
、
最
初
は
農
業
制
度

及
び
経
螢

に
多

か

れ
少
な

か
れ
急
激

な

る
悪
化

を
惹
起
し
、
之
が
治
癒

に
は
長
時
期

を
要
し

、
ま
た
慢
性
状
態

に
推
移
し

、

一
般

の

獣
態

の
永
続

的
攣
革

を
惹

起
す

る
も

の
で
あ

る
」

と
定
義

し
て
み

る
。
斯

く

の
如

仁
解

す

る
と
き
は

ペ

ロ
ウ

の
云

の

ふ
如

く
、
凶
作

、
戦
争
等

よ
り
起

る
古
代
及

び
中

世

の
農
民
困
窮

を
も
此

の
内

に
入

る
べ
き

こ
と

～
な

る
。

ア
メ

リ

カ
に
於
、て
は
農

業

恐
慌

を
表
示

す

る
に
農
業
不

況

(〉
σq
膏

鼻

⊆
邑

留
用・円$
ωご
コ
)
の
語

を
以

て
す

る
が
、
明
確

な

る
概

念
を
規
定

し

て
み
な

い
。
ぜ
ー

ジ

ン
グ

ぱ
多
少
其

の
概
念

を
限
定
し
、
「
農

業
恐
慌
と

は
多

数

の
農

民

を
し

て

損

失

に
よ

っ
て
農

場
を
失

は
し

め
、
叉
多

く

の
農

村

を
荒
塵

に
蹄

せ
し
む

べ
く
脅
す
所

の
農
家

収
入

の
損
失
状

態

を
惹
起
す

る
債
格
構
成

欺
態

で
あ

る
」
と
解

し

て
み

る
。
此
等

の
諸
定
義

に
接

す

る
と

き
、
農

業
恐
慌

の
正
確

な

る
定
義

の
缺
如

せ
る
を
看
取
す

る
と
同
時

に
、
各
著
者

が
此

の
概

念
中

に
織
込

め
る
経
濟
的

、
肚
會
的

、
歴
史

的

内

容

の
極

め
て
多

標
な

る
こ
と
を
も
看
取
し
得

る
の
で
あ

る
。
思

ふ
に
農
業

恐
慌

の
登
生

は
、
債
格
構
成
が
農

家

経

済

に
謝

し

て
決

定
的
影
響

を
與

ふ
る
に
至

れ

る
資
本
主
義
経
済

時
代

に
於

て
、
始

め
て
現

る
～
も

の
で
あ

り
、

詳
言

す
れ
ば
慣
格
構
成
中

に
於

て

.
農
家
困
窮

の
決
定
的
原
因
を
認

め
得

る
場
合

に
限

る
も

の
で
あ

る
。
資
本
主

義

的
生
産

恐
慌

の
特
徴

は
、
市
場
償

格
が
年

均
生
産
費

以
下

に
甚

だ
し
く
低
下

す

る
こ
と

で
あ

り
、
此

の
事

は
農

業

恐
慌

に
於

て
も
亦
瞭

に
姿
當
す

る
。
故

に
筆
者

は
農

業
恐
慌

を
以

て
、
農

産
物
償
格

が
生
産
費

以
下

に
甚

だ

し

く
低
下

し
、
矯

め

に
農

家
縄
濟

の
困
窮

没
落
を
惹
起

す

る
現
象

と
解

せ
ん
と
す

る
。

二
、
農

業

恐

慌

形
態
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、

各
國
の
史
的
螢
居
中

に
於
て
、
農
民
の
困
窮
は
無
数
に
存
し
た
。
農
業
恐
慌
と
は
農
民
が
交
換
経
済
に
緊
密
に

織
込
ま
れ
、
農
産
物
債
権
暴
落

に
よ
っ
て
生
活
安
定
を
脅
か
さ
る
～
現
象

に
限
る
。
農
業
恐
慌
の
意
義
を
斯
く
解

へ

へ

す

る
こ
と

は
、
此

の
交
換
経
濟

の
下

に
於

け

る
農

民

の
困
窮

は

、
そ
れ
以
前

の
時

代

に
比
し
て

よ
り
頻
繁

に
起
り

齢
い
苦
痛

と
な

れ

る
も

の
な

る

こ
と
を
意
味

す

る
も

の
で
は
な

い
。
叉

か

、
る
意
義

の
農
業
恐
慌
を
そ

の
儘

の
姿

に
於

て
描
寓

す

る
こ
と

は
決

し

て
容
易

な

る
業

で
は
な

い
。
蓋

し

農
業

恐
慌

は

一
般

に

他

の

肚
會

現
象

と
混
淆

し
、
経
済

生
活
内

に
於

け
る
外
部

的
掩
齪

は
農
業

を
も

一
様

に
襲

ふ
か
ら

で
あ

り
.
幾
多

の
縛
愛

は
農
業

に
殊

に

激

し
く
戚

ぜ
ら

る

、
か
ら

で
あ

る
。
帥

ち

一
般

物
領

の
低
落

は
農

民

に
劃

し
て

一
暦
苦
痛

を

與

ふ
る
も
の

で
あ

る
。
そ
は
自
然
.
に
拘

束

さ

る
、
農
業

に
と
り

て
は
鍵

化
せ

る
情

況

に
適
慰

す

る
こ
と
は
困
難

た

る
か
ら

で
あ

る
。

凡
そ
恐
慌
た

る
や
資
本
主
義

経
済

に
於

け

る
生
産

登
展

に
基

い
て
必
然

的

に
登
生
す

る
週
期

的
現
象

で
あ

る
。

各
派
経
済

學

は
夫

々
異

な

る
見
地

よ
b
、
此

の
現
象

を
矛
盾

な

く
解
決

せ
ん
と
努
力

し
,
最
近

に
於

け

る
傾
向

と

し

て
は
、
従
来

の
静

的
考
察

を
不
可
な

り
と
な
し
、
経
済

關
係

の
愛
化
、
順
環
的
登
展
を
そ

れ
自

か
ら
生

成
登
展

し

て
行
く
総

膿
と

し
て
把
握

し
、
從

て
恐
慌
を
も
経
濟
的
螢
展

に
於

け

る
週
期

的
整

動
の

一
聯

鎖
と

し
て
之

を
解

せ
ん
と
す

る
景
気

攣
動

理
論

の
出

現
を
見

る
に
至

っ
た
。
と

も
あ
れ
恐
慌

が
資

本
主
義

的
生
産

恐
慌
と

七
て
理

る

、
限
り
、
其

の
特

徴
は
市
場
慣

格

の
否
均
生
産

費
以

下

へ
の
暴
落

に
現
れ
、
此

の
暴
落
は
生
産
力

の
異
常

な

る
登

展
と

一
般
購

買
力
減

少
と

の
間

の
矛
盾

に
基

く
も
の
で
あ

っ
て
、
此

の
矛

盾
が
恐
慌

の
登
生

に
導
く
も

の
で
あ
り

所
謂
沈
滞

、
上
昇

、
高

景
気

、
生
産
過
剰

、
恐
慌

、
沈
滞
等

の
循
環
運
動
を
繰
返
す
も

の
で
あ

る
。

農
業

恐
慌

は

一
般

恐
慌
を
把

握

す

る
と
同

一
の
方

法

に
依

τ
、
之

を
解

明

し
得

る
で
あ
ら
う

か
。
農
業

は
國

々

農

業

恐

慌

第

一二
十

二
巻

山ハ
・九
七

第
四
號

一
〇
九
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農

業

恐

慌

第
三
+
二
巻

六
九
八

第
四
號

=

o

の
環
境
に
よ
り
著
し
く
異
な
り
、
根
合
如
何
に
高
度
に
登
達
せ
る
資
本
主
義
國
に
於
て
も
、
尚
且
つ
多
く
の
非
資

本
主
義
的
要
素
を
多
分
に
包
含
す
る
。
從
て
資
本
主
義
的
農
業
中
に
織
込
ま
れ
た
る
非
資
本
主
義
的
諸
要
素
、
資

本
主
義
的
農
業
が
纒
螢
さ
る
～
非
資
本
主
義
的
環
境
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
何
等
の
農
業
恐
慌
理
論
を
も
樹
立
し

得
ざ
・
も
の
で
あ
っ
て
、
」
.般
恐
慌
理
論
は
之
を
農
業
に
適
用
す
・
場
食

多
く
の
修
正
を
必
署

す
　

の
で

あ
り
、
抽
象
的
研
究
よ
り
具
燈
的
研
究
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
響

の
で
匁

。
然
し
斯
寵

す
る
こ
と
は
必
然

　
コ

ロ
　

げ

ヒ

ト

コ

し

コ

コ
イ

じ

コ
コ

　

　

劇

に

一
般

藩
儒

理
論

の
農
業

へ
の
安
當
性
を
否

認
す

る
も

の
で
は
な

い
。
農
業

が
各
国

の
経
濟
的
登
達

階
段

に
慮

じ

て
示

す
所

の
諸
態

様

よ
り
、
農

業

が
商

工
業

に
比
し

て
有

す
る
技
術

的
事
経
済

的
、
肚
會

的
、
歴

史
的
特
殊

性

を

顧
慮

し

つ
～
農

業
恐
慌
が
現
出

す

る
個

別
的
特
性
と
形
態
と
を
討
究

せ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

一
般

恐
慌

は
週
期
的
景
気
攣
動

の

一
聯
鎖

と

し
て
、
比
較

的
急
激

に
現

は
れ
、
多

く
は

鵠

三
∩
の
形
態

を
と

り

比
較

的
規

則
正
し
き

週
期

を
な

し
て

循

環
す

る
を

常
と

す

る
。

然

る
に
農

業

恐
慌

に
在

て
は
、
潜

行
的

、
慢

性

的

状
態

と
し

て
現

遺
る

～
を
常

と
す

る
。
此

の
鮎

よ
り
す

れ
ば

ス
ト
ラ

コ
ヅ

シ
碗
の
云

ふ
如

く
、
之

を
農
業

不
況

と
呼

ぶ
を
寧

ろ
適

當
と
す

る
で
あ

ら
う
。
農
業

恐
慌

の
週
期
性

に
至
り
て
は
、
何
人
も
之

を
理
論
的

に
説
明
し

た

る
も

の
な

パ
、

ス
ペ
ク
テ
ィ
タ

ア
ー

、

コ
ン
ド
ラ
チ

ェ
フ
の
如

き
農

業
恐
慌

を

一
般

恐
慌

の
反
映
現
象

と
解

す

る

ゆ

こ
と

に
よ
り

、
雨
恐
慌

の
週
期
性

を
同

一
視
す

る
も
實
情

に
甚

だ
し

く
背
馳
す

る
を
如
何
と
も

し
難

い
。

ス
ッ
デ

ン
ス
キ
イ
は
農
業

恐
慌

を
以
て
、
常

に
機
械

に
よ
る
生
産
力

の
登
展

に
騙

す

る
も
、
此

の
技

術
的
憂
化

の
波
動

を

以

て

コ
ン
ド
ラ
チ

ェ
フ
の
所
謂
長

き
週
期

を
有

つ
循

環
運
行

の
意

味

に
解

せ
す
、
從

て
毫
も
規

則
的

に
繰
返

さ

る

～
こ
と
な
き
螢
展
行
程
中

の
現
象

と
解

す

る
が
故

に
、
從

て
農
業

恐
慌

の
週
期
性

を
肯
定
す

る
も

の
で
は
な

回
。

8)

9)

10)

Li目schtschenko,ZurTheorieder1くapitalistiche・rlI(riseninderLandwirtschaf.

(AgrarProblemeEd.1.H.1.S9.)
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然

ら
ば
何
故

に
農
業
恐
慌

は
斯

る
特
殊

性
を
示
す
も

の
で
あ

る
か
、
我

々
は
農
業

そ
れ
自
燈

の
本
質
中

に
之

を
求

め
な
け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

↓

農
産
物

に
封
ず

る
需
要

は

一
般

に
弾
力
性

に
乏
し

い
。
最

も
重
要

な

る
生
活
資

料
就
中

パ

ン
に
要

す

る
需
要

くは
、
最

も
確

定
的

の
も

の
で
あ
り
、
恐
慌

時

に
於

て
も
左
程
減

少

せ
す
、

さ
b
と

て
好
景
気

時
代

に
於

て
も
左
程

増
加

せ
な

い
。
反
之
高
値

な

る
食
料
品

又
は
加

工
原

料
品
は
景
気
鍵
動

の
影
響

を
蒙

る
こ
と
が
多

い
。

⇒

農

業

に
於

て
は
固
定
支
出

、
帥
ち
生
産

量

に
關
係

な

く
要

す

る
支
出

た

る
.
地

代
、
機
械

の
修
繕
費
及

び
償

却
費

、
飼
糧

、
租
税
等

が
工
業

に
於

け

る
よ
り
も
遙

に
大

で
あ

る
。
從

て
農
産
物

の
安
慣
な

る
場
合

に
於

て
も
生

産

制
限

を
行

ふ
利
益

少
な
一
・
從

て
農
業

者
は
工
業

者

の
如

一
債
格

下
落

に
癒

じ
喧

、
に

生
産
欄
限

々
朽

は
な

い
。

現
今

の
土
地
私
有
制
度

の
下

に
於

て
は
、
農
業
資

本

の
大
部
分

は
土
地
購

入

に
嘗

て
ら
れ
、
又
農

舎

の
建
築
費
等

に
充

て
ら
れ

る
。
而

し
て
後

者
は
生
産

目
的

に
も
生
活

目
的

に
も
使
用
さ

れ

る
。
從

て

一
時

の
不

況

に
よ

っ
て
放

棄

さ

る

、
こ
と
な

く
、
從

て
叉
景
気

に
謝

し
て
も
極

め
て
鈍
戚

で
あ

る
。

ヨ

生
産

に
於

け

る
経
濟

的
時

の
逞

れ

(8
8
。
量
6
置
㈹
)
、
即

ち
生
産

の
開
始

か
ら
収

穫
物
が
販
責

さ

る

》
迄

の

く

わ

ヘ

ヘ

ユ

時

の
長

さ
が
、
工
業

に
比

し
て

よ
り
大

で
あ

る
。
此

の
事
情

は
市
場

の
景
況

に
慮

じ
て
生
産
を
伸
縮

せ
し
む

る
こ

と
を
妨
げ

る
。

鴎

農
業

は
多
数

の
小
規
模
生
産

軍
位
か
ら
成
立

す

る
。
而

し

て
運
輸

、
加

工

、
仲
間
商

人

に
よ

つ
で
、
終
極
清

く,費

者
か
ら
隔
離

さ
れ

る
。
從

て
協
力

し
て
生
産
制

限
を
行

ひ
、
市
場

に
於

て
支

配
力
を
揮

ふ
こ
と
が
不
可
能

で
あ

る

り

農

業

恐

慌

第

三
十
二
唇

六
九
九

第
四
號

一
「
一

:讐灘 　灘 鑓鑛鞭
に つい て計算 してみ る。



農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七
O
O

第
四
貌

伍
農
産
物
産
出
の
非
弾
力
性
は
、
勢
働
供
給
の
性
質
に
よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
る
。
小
農
に
於
け
る
勢
働
力
の
大

部
分
は
家
族
袖
労
働
で
あ
る
か
ら
、
農
産
物
の
債
格
が
下
落
し
た
場
合
に
於
て
も
、
崎
労
働
を
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
産
制
限
企
行
は
な
い
。
寧
ろ
M

労
働
投
下
を
増
す
こ
と
に
依
て
生
産
量
を
増
し
、
債
格
下
落
に
よ
る
損
失
を
補

は
ん
と
」
努
め
る
。

右
U
遁
べ
た
る
諸
理
由
に
よ
り
、
農
業
生
産
は
工
業
生
産
の
却
く
、
急
激
に
生
産
の
伸
縮
を
行
ひ
特
今
、
従
て

農
業
恐
慌
は
不
況
の
形
態
を
と
り
、
緩
慢
な
る
準
行
を
績
く
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
週
期
性
る
一
般
恐
慌
の
如

t

明
白
に
現
れ
な
い
。
こ
れ
農
業
に
於
げ
る
技
術
的
性
質
上
、
資
本
の
再
生
産
指
環
が
工
業
-
於
げ
る
と
は
、
金
く

異
る
こ
と
と
、
農
業
に
於
て
は
生
産
資
本
(
役
音
、
肥
料
、
種
子
)
の
一
部
を
自
給
す
る
こ
と
と
も
、
其
の
理
由
の

一
た
る
で
あ
ら
う
。
併
し
斯
〈
解
す
る
こ
と
は
一
般
恐
慌
と
農
業
恐
慌
と
の
聯
閥
を
否
認
す
る
志
の
で
は
な
い
。

抑
も
農
業
と
工
業
と
は
市
場
を
通
じ
て
、
突
の
四
様
の
関
係
に
於
て
相
交
渉
す
る
。
即
ち
農
業
側
よ
り
は
↓
生
産

手
段
と
し
て
工
業
品
を
需
要
し
、
己
一
消
費
目
的
の
に
め
工
業
品
を
需
要
す
る
。
工
業
側
よ
り
は
い
原
料
と
し
て
農

産
物
を
需
要
し
、
に
生
活
資
料
と
し
て
農
産
物
を
需
要
す
る
。
一
般
景
気
上
昇
の
場
合
に
於
て
は
、
農
業
原
料
品

に
謝
す
る
需
要
が
増
加
さ
れ
、
従
て
其
の
債
格
騰
貴
を
惹
起
す
る
。
工
業
原
料
品
と
し
?
の
農
産
物
は
其
の
再
生

産
行
程
中
に
於
て
迅
蓮
に
回
輔
さ
る
〉
が
故
に
、
加
工
品
の
形
態
に
於
て
最
も
敏
活
に
一
般
の
購
買
力
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
る
。
従
て
農
業
原
料
品
の
債
格
は
一
般
的
傾
向
と
し
て
他
の
工
業
品
た
る
生
産
財
に
比
し
て
、
景
気
よ

昇
の
場
合
は
最
も
蓮
に
騰
貴
し
、
恐
慌
期
に
於
て
は
最
も
迅
速
に
下
落
す
る
つ
員
更
は
又
生
産
手
段
と
し
て
入
港

肥
料
及
び
機
械
を
購
入
す
る
。
農
業
機
械
は
比
較
的
長
期
に
一
旦
っ
て
使
用
さ
る
¥
町
一
故
に
、
農
業
繁
柴
時
に
購
入

Whethan， The economic lag of agricu1ture. (The economic journa.1. V. XXXV. 
'925 p. 537・j

'3) Belshaw， The profit cycle in Agriculture (Th<: Economic Journal. V. XXVI. 
March 1926. p. 29・}
Seligman， The et:onomics of furmγelief. 1929.. p. 41 



し
た

る
機
械

の
償
却
費

は
、
農
産
物

慣
格

下
落

、
從

て
敗

盆
低
下

の
場

合

に
於

て
は
苦

痛
を
與

ふ
る
。
從

て
農
業

不
況
が
長

期

に
亘

る
場

合

に
於

て
は

、
此
等

の
生
産

要

具

に
封

ず

る
需
要

が
減
退
す

る
。
併

し

一
般

工
業

の
登
達

に
俘

ひ
農

業
生
産
手
段

た

る
工
業

品

の
償

格

は
、
漸
次
下
落

す

る
傾
向

を
有

す

る
が
故

に
、
農
業
生
産
費

用

の
増

加

に
封
し

て
は
、
他

の
費

用
項
目
た

る
地
代

、
勢
賃

、
±
地
資
本
利
子

に
比

し
て
左
程
重
要

で
は
な

い
。
食

用
農

産

物

に
謝

す

る
需
要

に
は
弾
力
性

乏
し
き
を
普
通
と
す

る
、
就
中

穀
類
・に
劃
す

る
需
要

は
黙

り

で
あ

る
。
之

に
比

す

れ
ば
占ロ同
級

食
糧

品

に
封
ず

る
需
要
弾
力
性

は
比
較
的
大

で
あ

る
か
ら

、
園
藝
的
農
業

経
螢

は

一
般

恐
慌

鷲
撤
し

最

も
敏

戚

で
あ

り
、
苦
痛

を
蒙

る
こ
し
G
も
那
甚

だ
し

い
。
農

民

の
側

に
於

け

る
工
業
製

品

に
謝
す

る
需
要
は

、
農

業

恐
慌

に
際

し
て
鍛

も
甚
だ
し

く
減
湿

し
、
從

て

一
般

恐
慌
を

一
暦
悪
化

せ
し
め
、

…
盤

繋

上
昇

を
妨
げ

る
。

要
す

る

に
右

四
關
係

を
通

じ
農
業

恐
慌
と

一
般

恐
慌
と

は
相
關
嚇

す

る
も

の
で
あ

る
が

、
既
述

の
農

業

の
特
質

よ

り
し

て
、
生
産

の
伸
縮
が
迅

速

に
行

は
れ
ざ

る
に
よ
り
、
農
産

物
と
工
業

品
と

の
債
格
差

(匂。
冨
誘
)
は
、
農
業

恐
慌

時

に
於

て
最

も
顕

著

に
現

は
れ
、
農

民

の
苦
痛

を

一
層

甚
だ
し
か
ら

し
め
る
。

一
般
景

気
攣
動
中

に
於

て
農

産
物

の
慣
格
と

工
業

品
償

絡
と

の
描

く
波
動
的
運

動

の
週
期

,
爾
者

の
償
格
差

の
問
題

こ
そ
今
後

の
農

業
問
題
を
解
決

す

る
鍵

で
透

る
。

コ
ン
ー3
ラ
チ

エ
7
は
之

を
雨
生
産
部

門

に
於

け

る
生
産

力

の
登
達
程
度
如
何

に
蹄

す
る
も

、
彼

の
謂

ふ
所

の
農

工
業
生
産

力
と

は
雨
部
用

の
国

民
所
得

を

一
般

物
償
指
数

に
て
除

し

、
更

に
夫

々
爾
部
門

の
総
從

.
業
者
歎

を
以

て
除

し
た

る
も

の
な

る
が
、
か

》
る
も

の
が
具
膿
的

に
よ
く
農

工
業
生
産

力
を
表
示

し
得

る
か
否

か

が
問
題

で
あ

る
。

更

に
農
業

生
産

の
結

果

は
天
候

に
よ

っ
て
著

し
く
左

右
さ
れ

る
。
牧

穫

の
豊

凶
が
農

業

恐
慌

の
根
源
を
な
す

か

農

業

恐

慌

第
三
+
二
倦

七
〇
一

第
四
號

一
=
二

14)Kondratieff,DiePreisdynamikder

Waxen(Archiv館rSozialwissenschaf

S.24・)
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農

業

恐

慌

第
三
十
一.
一
巻

七
〇
二

第
四
號

一
一
四

又

は
之

を

一
時
的

に
悪

化

せ
し
む

る

に
過
ぎ
な

い
か
。
之

に
封
ず

る
回
答

は
、
其
國

の
主
要
農

産
物
が
世
界

的
商

品
と
な

れ

る
か
、
叉

其

の
消

費
が

一
國

の
み

に
限
ら

る

、
も

の
な

る
か

に
依
て
、
異

な
ら
ざ

る
を
得

な

い
。
前
者

の
場
合

に
於

て
は
豊

凶
は
世
界
的

に
相
殺

さ

る
～
が
故

に
、
)
假
令

一
時

的
恐
慌

を
惹
起
す

る
と

し

て
も

、
決
し

て

ロ
リ

永
続

性

を
有

す

る
も

の

に
あ

16
ざ

れ
ば

、
寧

ろ
之

を
僑

怨
讐

…
§

宣

・。
・・)
と
呼

ぶ
を

通

常

と

す

る
で

あ
ら

う
。
然

る
に
後
者

の
場
合

に
於

て
は
収
穫

の
豊

凶
は
、
そ

の
債

格

に
人

な

る
影
響
を
與

へ
、
農
業

恐
慌
を
惹
起
す

る
可
能

性
が
あ

る
。
併

し
此

の
場

合

に
茂

て
も
植
民
地

よ
り
の
低
安

な

る
震
り.産
物

の
移

入
、
一
般
不
況
等

の
事
情

を

背
景

と
し

て
。

一
暦
農
業

恐
慌

を
甚
だ

し
か
ら

し
む

る
も
の
で
あ

っ
て
、
軍
な

る
収

穫

の
豊
凶

の
み
が
必
ず

し
も

農
業

恐
慌
を
惹
起

す

る
も
の
と

は
考

へ
ら

れ
な

い
。
之

に
關
嚇

し
て

一
言

す

べ
き
は
、
農
産
物

の
豊

凶
が

一
般
景

ね

氣

攣
動

に
及

ぼ
す
影
響

で
あ

る
が

、
此

の
鮎

に

つ
い
て
は
ぜ

ポ

ン
ス
、

ム
ウ

ア
、

ピ
グ
ー

の
研
究

あ

る
が

、

一
国

が
工
業
國

に
移

り
、
農
業

が
全
国
民
経
済

に
於

て

演
,す

る

役
目
が

少
く
な

る
程

、
収
穫

は

一
般
景
気

に
影
響

す

る
所
が
少

く
な

る
。

ア
メ
リ
カ

に
於

け
る
最
近

の
研
究

に
よ
れ
ば
、
作
物
牧

穫
高

の
循
環
期
と
銑
鐵
生
産
高

循
環

期
と

の
間

に
は
從
来

信
ぜ
ら
れ

た
る
が
如

き
密
接

な

る
關
係

な

く
、

一
入
七

〇
一

一
九

二
三
年

に
於

て
は
.
雨
音

の
相
關
係
数

は
0

・
三
〇
で
あ
り

、

銑
鐵

の

循
環
期

を

ニ
ケ
年
遅
ら
し

た

る

場
合

に
於

て
は
僅

に
O

.
一
八

で
あ

る
。
前

世
紀

に
於

け

る
雨
着

の
緊
密

な

る
關
係

は
、
農

業
襲
展

の
た
め
新
開
地

へ
の
鐵
道
敷

設

に
よ
り
銑
鐵
生
産

の
増
加

を
促

し
た

る
た
め

で
あ

り
、
且

つ
鐵
道
敷
設
が
活
気

を
呈

す

る
に
は
雨
三

年

の
豊
作

を
必
要

と
し

た
る
か

ら

で
あ

る
。
然

る
に
今
世
紀

に
入
り

て
よ

り
鐵
道
敷

設
も
賂
完
成

し
、
爲

め

に
牧
穫
高

と
銑
鐵
生
産
高

と

の
間

に

は
左
程
緊
密

な

る
關
係

を
示
さ
ざ

る

に
至

っ
た
、。
勿

論
今

日
と
錐
も
農
産

物

の
循
環
は

一
般

景
気

循
環
を
喚
起

す

15)

■6,

夏7)
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'

る

一
要
因

な

る
も

、

ム
ウ

ア
公
信
ぜ

し
如

き
全
般

的

の
も

の
で
は
な

い
。

以
上

に
亘

て
農
業

恐
慌

一
般

に
つ
い
て
論

じ
た
。
之

が
各
国

に
於

け

る
出
現

は
、
夫

々
の
農

業
登
達

の
段

階

に

磨

じ
種

々
異

れ
る
形
態

を
探

る
は
勿
論

で
あ

り
、
各
国

に
於

け

る
農
業

恐
慌

は
各
国

の
特
殊
経
済
事
情

を
背

景
と

し

て
登
生

す

る
も

の
な
煎
ば

、

一
般
抽
象

論
よ
り
真
髓

的
研
究

に
向

は
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。
上
述

せ
る
意
義

の
農

業

恐
慌

は
之
を
世
界

的

に
見

れ
ば
、
第

一・は
ナ
ポ

レ
オ

ン
戦
争

後

に
起
れ

る
も

の
で
あ
り
、
第

二
は

一
入
七

五
1

一
九

〇
〇
年

(
新
開
國

よ
り

の
低
安

な

る
穀
物

輸
出

に
基

く
欧

洲

の
農

業
恐
慌
)
の
期
間

に
起

り
、
第

三
は
世

界
戦

後

よ
り
引
続

き
今

日

に
及

べ
る
も

の
で
あ

る
。
ム
ー
日
の
農

業
恐
慌

に
つ
い
て
は
、
論
者

に
よ
り
各
異

れ

る
方

面
よ

り
之

セ
考
察

し

て
み
る
。
之
が
何
時
終
熄

す

る
か

に

つ
い
で
黛

,
日
何
人

も
之

を
豫
断
ず

る
を
得
す

.
世
界

璽

般
不
況
と

も
密
接

な

る
關
係

が
存

す
る
。
以
下
今

日

の
世
界
農

業
恐
慌

に
つ
い
て
各
論
者

の
意

見
を
述

べ
、
之

に

つ
い
て
少

し
く
論

及
す

る
で
あ

ら
う
。
各

論
者

の
見

解
は
農
産

物

の
償
格
論

の
上

か
ら
見

う
も
人
な

る
興
味

が
戚
.

ぜ
ら

れ

る
。

三
、
世
界
農
業
恐
慌
に
閲
す
る
諸
見
解

圃

今

日
の
農
業
恐
慌

に
關
す

る
見
解
は
大
膣
之

を
左

の
三
種

に
分
類

す

る
こ
と
が
出
家

る
。
但

し
各
の
見
解

が
多

　

少
相
共
通

な

る
織

を
含

み
居

る
こ
と

は
之

を
認

萄
ざ

る
を
得
な

い
。

一
農
業

恐
慌

の
原
因
を
農

民

の
資
本
主
義
的

)

)
(

精
沸

の
登
展

に
締

す

る
説

、
に
農
産

物
需
要
減

退

に
蹄

す
る
説

、
∈
農
業

機
械

の
登
蓮

に
基

く
農
産

物

の
邉
剰
生

産

に
蹄
す

る
説
之

で
あ

る
。
以
下
噸

数
此
等

の
諸
説

に
つ
い
て
論
及
し
や

う
。

農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七
〇
三

第
四
號

一
一
五

河西太一郎氏、農業恐慌論、商學論叢第二號 、一四頁以下。拙稿、世界的慶18)
業恐慌 に聞す る二見解、経済論集三十巻 六號参照



や

.

農
.
出来

踊心

慌

第
=一十
二
巷

七
〇
四

肋果
四
號

[
一
⊥ハ

　「
農
業
恐
慌

の
原
因
を
農
民

の
資

本
主
義
精
神

の
登

展

に
騙
す

る
設

。

こ
の
説

を
探

る
も

の
は

リ
ッ
タ
ー

で
あ

く
る
。
彼

の
謂

ふ
所

に
撮

れ
ば

、
世
人

は
農
業

恐
慌
を
以

て
、
世
界

の
金
産
額

の
憂

化
と
信
用

の
縮

少

に
基

く
貨
幣

慣

値

の
憂
動

に
鮮

し

、
或

は
農
産

物

と
工
業

品
と

の
産
額

比
率

の
…愛
化

に
蹄

し
、
或
は
世
界

の
各
部
分

に
於

け

る

購

買
力

の
推
移

に
齢

し
て
み

る
。
併

し
乍

ら
斯

る
諸
議

論

は
、
何
故

に
ム
■
日
の
農

業
恐
慌
が
斯

の
如

く
甚
大

な

る

も
の
な

る
か
を
説
明

す
る
を
得

な

い
。
此

の
現
象

を
根
本
的

に
究

め
ん
と
す

る
も

の
は
、
農

民

の
心
的
状
態

を
必

然

的

に
研
究

せ
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。
か

、
る
恐
慌
と

い
ふ
が
如

き
重
大

且

つ
困
難

な

る
問

題
は
、
従

来

の
研
究

方

法

を
以

て
.し

て
は
解
決
す

る
を
得
な

い
.、
今

日

に
於

て
は
革
命
を
起

し

つ
、
あ

る
農

民

の
精
神

的
前

提
を
顧
慮

せ

な
け

れ
ば
な
ら

粗
。
過
去
幾
十

年

か
の
農
政
的
考
察

の
重
大

な

る
過
失

は
、
此

の
農

民

の
心
的
状
態
を
充
分

に
顧

慮

せ
な

か

っ
た
こ
と

に
あ

っ
た
。
世
人

は
農

民

の
心
的
擬
態

に
就

て
、
叉
農
家

経
済

の
推
移
を
決
定
す

る
法
則

に

就

て
如

何

に
考

ふ
る
か
を
論

せ
壷
、
農

民

の
心
的
状
態

は
不
憂

の
も

の
で
な
く
、
現
今

に
於

て
は
最

も
迅
速
な

る

助

獲
輻

の
道
程
を
辿

っ
て
み

る
。
此

の
農

民

の
心
的
攣
化
と

は
資
本
主
義
精
繭

の
浸
透

で
あ

り
.
最

大
利
潤
獲
得

へ

の
努
力

で
あ

る
。
農

史
が
吾

々
に
示

す
諸
鍵

化

の
中

で
、
衝
動
力
と

し

て
の
資

本
主
義
精
肺

に
最
大

の
重
要
性
が

附
與

さ
れ

る
。
吾
人

は
世
界

の
農

業

に
起
れ

る
最

も
偉
大

な

る
革
命

化

の
讒
人

で
あ

る
。
此

の
衝
動
力

は
農
地

を

し
て
農
業

生
産

行
程

に
於

て
従
来

に
於

け

る
と
異

な

る
地
位
を
探
ら

し
む

る
に
至

っ
た
。
即
ち
此

の
資
本
主
義
精

棘

に
よ

っ
て
農

民

は
牧
穫
逓
減

法
則

の
作
用
を
完
全

に
停
止

せ
し
め
た

の
で
あ

る
。
此

の
武
器

は
農

業
資

本

で
あ

り
、
機
械

で
あ
り
人
造
肥
料

で
あ

る
。
斯

く
て
農
業

生
産

の
偉
大

な

る
増
加
、
過
剰
生
産

の
素
地

を
作

っ
た
。

リ

ッ
タ
ー

は
之
を
實
讃

す
る

に
左

の
統
計

を
掲
げ

て
み
る
。

-【9)
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Ritter,DieelgentlichenUrsachenderWeltwirtschaftskrise.(Agrarprobleine

Bd.2.H.3!4S・453・)

Ritヒer,1,andwirtschaftl三cheEntwicklungstendenzeninaerN入 「elt.(Zeitschrift侮r

dieGesamteStaatswissenschaft.Bd.87.H.2.x929・S・315・)

Ritter,Dieeigendic:1eU】'sachederWeltwitschaftskrlee・S・457・

拙 稿 、 世 界 の 食 糧 問 題 、 纒 洒 論 叢 第 三 〇 巻 三 號 参 照



の植物性 食料 品の全額

'ぐル.、 ツエ ン ト.ナー翠位)

世 界

(千 ド ツ

19〔凄9!is年 の李

均 藍瓶 を100ミ:

す る1923!27年

革 均 産額 の 指 撤

1923/27年
のZF均
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97

…

92

…

…

那

98

鋭

秘

跡

鎚

蹴

把

卿

……
mω
98

酬

m

旧

1〔,7

1♪3097752

440,586

930,000

409,300

659,303

1,157フ933

1.,763,ユ25

77,833

170.570
7

250,403

1757966

'`o',

5,000

7,936

ユδ,610"

187103

58S

25,525

44,541

109,308

6638
フ

18百 萬

]9(,9〆13年

の 干・;均

1,234,606

455,594

875,000

447,256

659β8S.

1.,088,782

],492:,907

79,29:1

106237,

坦5,630

15〔).G34
/

61,031

2349,

7,058

12,278

13,877

808

26,02ユ

35,233

98,1184

5,461

176百 萬

一峯
拶

寥
寥
鷺
鶏

欝

搾

萄

ト

リ

小

ラ

↓
小

犬

蕪

玉

馬

甜

甘

砂

浩
刷
ツ

オ

コ

排

草

プ

種

仁

種

種

ッ

麻

花

茶

珈

煙

ホ

響朱

豆

柿

出航

世 界 人 口

穀
物

の
生
産

額
だ

け
が
世
界
人

口
の
増
加

に
比

し
て
遅
れ
て

み
る
。
た
が
そ

れ

に
拘

ら
す
穀
物

殊

に
小
変

慣
格

の

暴
落

は
、
今

日

の
世

界
農
業

恐
慌

を
惹
起

し

て
み
る
。
此

の
矛

盾

は
如
何

に
解
決

さ
る

〉
か
。

リ

ッ
タ
ー
は
文
化

國

の
困

民
管
養

が
、
穀
物

か
ら
銃
薬

、
肉
類

へ
と
移

り
、
穀
物

需
要
量
が
減
少

し
た
。
從

て
小
変

は
荷

ほ
相
樹

的

に
過

剰

で
あ
.る
と
主

張

す
る
。

右

の
リ

ッ
タ
ー

の
主
張

に
謝

し

て
批
難

す

べ
き

は
、
世
界
人

口
の
総

膿
と
農
産

物
と
を
比
較

し
て
み
る
鮎

で
あ
・

る
。
.之

は
論
擦

の
正
常

を
敏

く
も

の
で
あ
.つ
て
、
寧

ろ
商

品
化

さ

る

～
穀
物

が
消
費

さ

る
、
諸

國

の
人
口

の
み
を

農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七
〇
五

第
四
號

一
一
七



農

業

恐

慌

第
三
+
二
巻

七
〇
六

第
四
號

一
天

考

慮

に
置

く

べ
き

で
あ
ら
う
。
未
開
國

の
入

口
を
も
加

へ
る
こ
と

は
何
等

の
意
義

を
持

た
す

、
寧
ろ
事
實
を
昏
迷

に
略

れ

る
。
次

に
ジ

ッ
タ
ー
は
農
業

の

一
般
資

本
主
義

化
、
瞥

利
化

に
就

て
云
駕

す

る
が

、
農

業
経
螢

の
如
何

な

る
部
門
一
大
経
螢

か
小
逕
螢

か
一

が
先
づ
螢

利
化
す

る
か
、
而

し
て
其

の
結

果
機
械
化
其

の
他

に
よ
り
、
牧
穫
逓

減

法
則
を
緩
和

す

る
か
。
そ

れ
ら

の
農
業

経
螢

の
内
部
構
造

に
は

一
言
も
鯛

れ

て
る
な

い
。
た

め
に
論
議

に
於

て

甚

だ
不
徹
底

な

る
械

が
あ

る
。

⇒
農
置

物

の
需

要
減
魁

に
瞬
す

る
説

。
農

業

恐
慌

の
原

因
を
需
要
減
退

に
求

む

る
論
者

の
中

に
も

、
或

論
者

は

グも

農

産

物
需
要

の
絶
歯
的
減

少

に
餓

し
、
叉
或

る
論
者
は
農
産

物

の
種
類

に
慮

じ

て
生

す

剤
需
要
度

の
鍵

化

に
肺

す

る
も
の
で
あ

る
。
ぜ
ー
リ
.ン
グ

は
最
初
農
業

恐
慌

の
原
因

を
欧
洲

に
於

け

る
農
産

物

の
需
要
減
退

に
節

し
、
浸
の

　

原

因
を
失
業

者

の
織
綾

的
増
加

、
資
本
利
子

の
騰
貴

↓
租
税
負
搬

の
増
加

、
外
債
負
憺

に
よ

る
も
の
と

な
し
た
。

デ

イ
ー
チ

エ
も
農

業
恐
慌

は
内
部

的
原

因

(闘乱
。
σq
①
膏
)
と

外
部
的
原
因

(①
巻

σq
。
器
)
と

に
よ

っ
て
登
注

す

る
も

の

と

な
し
、
後

者
と

し
て
世
界

戦
争

に
よ

る
購
買
力

の
減
退

を
擧
げ

ぜ
ー
リ

ン
グ
の
説
'に
賛

同
し
て
み

る
。

ぜ
ー

リ

ン
グ
は
其

の
後
自
説
を
多
少
修

正
し
、
農
業
技

術

の
進
歩

を
も

一
原

因
と
し
て
認
め

、
最

近

に
於

て
は

一
九

二
五

年

以
後

に
於

け

る
穀
物
慣

格

の
下
落

を
以

て
、
南
北

ア
メ
リ
カ
地
方
'の
過
剰
生
産

に
蹄

し
、
畜
産
市

場

に
於
け

る

お

慣

格
下
落

を
以

て
、
尚

ほ
中
部
欧
洲

の
購

買
力

減
退

に
瞬

し
て
み
る
。

次

に
農
産

物

の
種
類

に
よ
る
需

要

の
推

移

に
締
す

る
説

と
は
、
生
活

標
準

の
上
昇

に
偉

ふ
て
、
穀
物

の
需
要

が

減

じ
・
他

の
畜
産

品
・
疏

渠
等

の
高

値
な

る
食
料
品

の
需

要
が
増
加

す

ε
こ
と

に
よ

っ
て
、
穀
物
生
産

が
相

樹
的

に
過
剰
と

な
り

て
、
農
業

恐
慌
を
惹
廻

す
る
も

の
と
主
張

す

る
も
の

で
あ

る
。

22)
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●

ク
ー

ル
タ

ン
と

フ

ロ
モ
ン
と
は
、
梢
趣
を
代

へ
て
大
禮

次
の
如

く
論
ず

る
。
ム
・
日
の
農
業

恐
慌

は
農
産
物

の
債

格
下
落
、
殊

に
工
業
品

の
償

格

に
比
し

て
相
対
的

に
低
下

し
て
み

る
と

い
ふ
事

實

に
現

れ
て
み

る
。
然
ら
ば
農
産

物
償

格
が
工
業

品
慣

格

に
比
し

て
、
遙

に
下
落

せ

る
は
何

に
基

く
も

の
で
あ

る
か
。
之

は
農
産
物

の
総
産
額

が
エ

ヘ

へ

業

品
の
総
産
額

に
比
し

て
、
相
対

的

に
大

で
あ
り
、
從

て
農
産
物

償
格

が
相

対
的

に
よ

b
多

殴
低

落

せ

る
も

の
と

考

ふ
る
こ
と
が
出
来

る
か
。
爾
氏

は
之
を
否
認

す

る
た

め
ア
メ
リ
カ
其
他

の
諸
國

の
生
産

統
計
を
掲
げ
、
農

業
生

産
量
指
数

が
工
業
生

産
量
指
数

よ
り
も
遙

に
低

き
を
示

し
て
み
る
。
然

る

に
諸
国

の
統
計

の
示
す
所

に
よ
れ
ば
、

農
産

物
債
格
指
敷

は
工
業

品
償
格
指
数

の
遙

に
下
位

に
あ

る
。
然

ら
ば
農
産

物
償
格
と
工
業

品
慣

格
と

の
間

に
債

格
差

の
生
ず

る
の
は
何

に
よ

っ
て
説
明
さ

れ

る
か
。
此

の
説
明

ぱ
農
産
物

と
工
業
品
と

に
樹
す

る
需
要
方
面

よ
り

な
さ

れ
な

け
れ
ば

な
ら

ぬ
と
云

っ
て
み
る
。
即
ち
工
業
品

は
、
勿

論
生
産

財
と
生
活
用

品
と

に
よ

っ
て
差
異

あ

る

も
、
需
要

の
弾
力
性
強

く
、
國

民
所
得

の
増
加

に
作
び

工
業

品

に
劃
す

る
需

要
は
無
限

に
増
加

す

る
可
能
性

が
あ

る
、
然

る
に
農
産
物

に
渇
す

る
需
要

に
は
斯

る
弾
力
性

が
乏
し

い
。
食
物

に
封
ず

る
需
要

は
各
人

に
よ
り
、
叉
風

土

に
よ
り

て
夫

々
異

な

る
も

、

一
般

に
胃
脈

の
囁
取
力

に
よ

っ
て
限
定
さ

れ
る
。
從

て
農
産
物

に
罰

す

る
各
人
の

需
要

は
狭

く
限
定
さ
れ
た

る
範

園
内

に
於

て
憂
動
ず

る

に
止
ま

る
も

の
で
あ

る
。
故

に
農
産
物

に
封

ず

る
肚
會

の

総
需
要

は

、
需
要
者
歎

の
増
減

に
よ

っ
て
の

み
生

す

る
も

の
で
あ
り
、
人

口
の
遜
化
が
農
産

物

の
需
要
を
愛

化

せ

し
む

る
唯

一
の
要
素

で
あ

る
。
だ
か
ら
農

産
物

の
生
産

量
が
工
業

の
夫

に
比

し
て
少

い
の

に
拘

ら
す
、
農

産
物
債

格

が
工
業

品
慣
格

よ
り
も
遙

に
低
位

に
あ

る
の
は
、
農
産
物

は
人

ロ
の
増
加

よ
り
も
迅
速

に
増
加

せ
ざ

る
需
要
を

充
す

か
ら

で
あ
り
、
工
業
品

は
入

口
増
加

以
外

の
原

因
、
例

へ
ば
各
人

の
牧

人
増
加

に
癒

じ
て
増
加

す

る
需
要
を

農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七
〇
七

第
四
號

一
一
九

25)Freund,DiezweiteInternationa】eAgrl〕,rkon『erenzinCornell

(WeltwirtschafヒlichesAachiv・Bd・33・H:・[193=・S-309・)
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農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七
〇
八

第
四
號

一
二
〇

充

す

か
ら

で
あ

る
と
な

し
、
農
産
物
慣

絡
下

落
從

て
農

業
恐
慌

の
原
因
を
徹
底
的

に
需

要
側

に
求

め
て
み
る
。
又

へ

も

農
産

物
中

に
在

て
も

、
穀
物
生
産
額

は
他

の
高
慢

な

る
食
料
品

の
生
産
量

に
比
し

て
よ
り
少
な

い
の

に
拘

ら
す

、

前
者

の
慣
格

が

一
層
低

下
を
示
し

て
み
る
。
彼
等

は
之

を
以
て
、
生
活
標

準

の
上
昇

に
よ

っ
て
、
高
値

な
る
食
料

の

品

に
樹

す
る
需
要

が
相
樹
的

に
高

ま

っ
た
こ
と

に
蹄

し

て
ゐ
㍍
。

右

に
よ

っ
て
明

な

る
が
如

く
穀

物
償

格

の
下
落

は
、
生
活
標
準

の
上
昇

に
件

ふ
需
要
減
退

に
翻

せ
ら

る

・
場
合

が
多

い
。

)
各
國

の

一
人
當

り

の
穀

物
消
費
量

の
増
減
傾
向

は
國

々
に
よ

っ
て
異

っ
て
み
る
。
之

を
示

せ
ば
左

の
如

ゲ
ヨ

く

で

あ

る

。

(
ド

ッ

ペ

川

、

ッ

エ

ソ
ー.
ナ

ー

軍

位

)

一
九

〇

九

一

一
三
年

欧

洲

西

部

北

米

合

衆

国

濠

洲

東

南

部

隊

洲

ア

ル

ぜ

ン

チ

ン

二

・
三

〇

一
・
八

八

二

・
四

五

一
・
八

二

一
・
九

C

一
九

二
三
一

二
七

年

二

・
○

〇

一
⊥
ハ
五

二

・
=

一

一
・九

三

二

・
〇

四

穀

物
消
費
量

の
増
減
は
、
世
界

的

に
見

て
多

少
相
殺

さ
る

、
。
從

て
此

の
.需
要

の
減
退

の
み
を
以

て
、
穀
物

の
償

格

暴
落
を
説
明

す

る
は
稔
當

を
訣

く
や
う

に
思
は
れ
る
。
叉
穀
物

消
費
量
減

少
を
以

て
直
ち

に
、
民
衆

の
嘔

祉
増

進

に
締

す

る
も
多
少
早
計

た

る
を
免
れ
な

い
。
何
と
な

れ
ば
戦
前

に
於

て
厭

洲

の
穀
物
主
要
輸

入
國

の
福
祉

が
今

日

よ
り
も

一
層

上
昇
傾
向

に
あ

っ
た

一
九

〇
五
一
○
八
年
よ
h

一
九

〇
九
一

二
二
年

の
期
間
内

に

一
人
當

り

の
小

CourtinetFromont,EssaisurlacrisciLg1・icole.Productionetpopula止ion26)
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褻
消
費

量
は

一
五
六

・
五

キ

ロ
、

グ
ラ

ム
よ
り

一
五
七

・
四

キ

ロ
、
グ

ラ

ム
に
増
加

し
、
ラ
イ
褒
消
費

量
は
六
七

・

五
キ

ロ
、
グ
ラ

ム
か
ら
⊥
八
九

.
ニ

キ

ロ
、
グ
ラ

ム
に
増
加

し
て

み
る
か
ら

で
あ

る
。
尚

ほ
此
等

の
鮎
を
碓
實

な
ら

し
む

る
た
め

に
は
、
將
來

の
統
計

的
資

料
蒐
集

に
俟

た
ね
ば
な
ら

濾
。
筒

ほ

一
般
不

況
、
失
業
等

に
よ

る
需
要
減

退

は
或

る
程
度

に
之

を
認

め
ざ

る
を
得
な

い
で
あ
ら

う
。

　信
農
業
機
關

の
髄
建

に
基
く
農
産
物

の
過
剰
生
産

に
腸
す
る
説

。
最
初
諸
學
者

は
今

日
の
農

業

恐
慌

の
原

因
を

農
産

物

の
需
要
減

退

に
求

め
た

る
が
、
漸

次
農
業
技

術

の
進
歩

に
之
を
求
む

る
に
至

っ
た
。
今

日

に
於

て
は

ぜ
一

り

ゆ

り
ロ

リロ

リ

ン
グ

、

デ

ィ

ー

チ

エ
、

ス

,
ラ

コ
ッ

シ

ユ
、

ジ
ャ

ス

ニ
イ

、

ナ

ー

ス
、

ス
ツ
デ

ン

ス
キ

イ
等

、

程
度

の
差

こ
そ

あ

れ

.
皆

之

を

認

め

て
み

る
。

}
八

二
八

年

の
秋

以

来

穀

儂

の
下

落

傾

向

が
著

し

く

,

一
九

二

八
年

よ

り

一
九

三

わ

○
年

の
夏
迄

に
小
変

は
三
〇
%

、
大
褻

は

二
八
%
、
ラ
イ
多

は
五
六

%
の
暴
落

を

み
た
。
ぜ
ー
リ

ン
グ
、ば
最

初
之

を

以

て

一
九

二
八
年

の
世
界

的
豊

作

に
締

し
た
が
、
翌
年

の
旱
魃

で
世
界
的
牧
穫

が
多

少
減

少

せ
る

に
拘

ら
す
、
穀

物

、
殊

に
小
褻

慣
格

は
ム
ー日

に
至

る
迄
下
落

一
方

の
途

を
辿

っ
て
み
る
。
此

の
事
情

の
研
究

の
結
果

、

一
九

二
入

牢

の
恵

れ
た
る
天
候

は
既

に
久

し
き
以
前

よ
り
、

ア
メ
リ

カ
、

カ
ナ

ダ
、

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
、
濠
洲

に
於

て
使
用

さ

れ

つ
～
あ

っ
た
技

術
的
改
良

を

一
層
促
進

せ
し
め
た

る
事

を
知

る

に
至

っ
た
。
小
褒

品
種

の
改
良

に
依

て
乾
燥
地

帯

に
も
穀
作
を
按
張

す

る
を
可
能

な
ら

し
め
、
ト
ラ
ク

タ
ー

、

コ
ン
バ
イ

ン
の
使
用

は
此

の
勢

を

一
層
促

進

せ
し

め
た

。

ス
ッ
デ

ン
ス
キ
イ
及
び

ヂ

ヤ

ス

ニ
イ
は
農

業

恐
慌

の
要

因
と
し

て

の
農

業
…機
械
を
重
大
視

ず

る
。
馬
匹
を

使
用

し
て
耕
耘

を
な
す
と
き
は

、
一
工
ー

カ
ー

に
つ
き
三
乃

至
四
弗

を
要

す

る

に
、
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ

る
と

き
は
僅

に

一
.
五
弗
を
以

て
足

る
に
至

っ
た
。
叉

コ
ン
メ
イ

ン
使
用

に
よ

る
と
き
は
小
褒

一
プ

ツ
シ

エ
ル
の
牧
穫
費

用

は
普

農

業

恐

慌

第
三
十

二
巻

七
〇
九

第
四
號

一
二

一

28)

29レ

30)

ρ2)
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農

業

恐

慌

第
三
十
二
巻

七

一
〇

第
四
號

一
二
二

鋤

通
従
来

の
収
穫
方

法

に
比
し

て

一
五
乃
至

二
〇
%

の
節
約

を
齎

す

に
至

っ
た
。
ヌ
此
等

の
機
械
使

用

に
よ
り
耕
作

用

と
し

て
の
馬
匹
を
騙
逐

し
、
よ

っ
て
飼
糧

と

し
て
の
穀
物
需
要

を
大

に
減
退

せ
し

め
て
み
る
。
斯

る
機
械
使

用

は
必
然

的

に
作
付
面
積

の
鑛
張
を
促

し
た
。
即
ち
合
衆
国

、

ア
川
ぜ

ン
チ

ン
、

カ
ナ

ダ
、
濠
洲

の
小
変

作
付
絡
面

積

は
、

一
九

二

一
一

二
五
年

の
李
均

を

　
○
○
と
す

れ
ば

、

一
九

二
六
年

に
は

一
〇

二

・
九

、

一
九

二
七
年

に
は

駒

一
〇

五

・三

、

一
九

二
八

年

に

は

一
〇

九

・
二
、

一
九

二
九

年

に
は

一

}
二
・
〇

四

に
増
加

し

て

み

る
。
た

め

に
水
甕

の
過

剰

生
産

に
導

き

、

小
変

の
年

毎
の
世
界

保

有

量

は

(毎

年

十

二
月

一
日

に
於

け

る
と

九

二
五
年

よ

り

一
九

二

九

年

に
至

る
池

に
、
夫

々

二

五
七

。
　二
〇

〇

、

三

四

七

.
四

七

⊥ハ
い
一五
五

〇

畿
日
万

ブ

ッ

シ

ェ
ル
叩単
位

)
に
L
山
っ
て

り
む

み

る
。
か

、
る
機
械
使
用

は
各
種
農

業
経
螢

に

一
様

に
採
用
さ

れ
た

の
で
は
な

い
。
最
小

の
ト
ラ
ク

タ
ー

で
さ

へ

も
之
を
有

利

に
使

用
す

る
爲

あ

に
は
、
少

く
と
も

二
四
〇
一

四
〇

σ

巧
ー

カ
ー

の
農

地
を
必
要
と
す

る
。
然

る

に

合

衆
国
農

場

の
李

均
面
積

は

一
四
八

エ
ー

カ
ー

で
あ
り
、
カ
ナ
ダ

の
夫

は

一
九

八
・
○

エ
ー

カ
ー
で
あ

る
。
合
衆

国

に
於

て
は
全

ト

ラ
ク

タ
ー

の
八

二
%
は

一
七

五

エ
ー

カ
ー
以

上

の
農
場

に
集

中
さ

れ
て
る

る
。
而
し

て

一
七
五

エ

ー

カ
ー
以

上

の
農

場
は
全
農

場

の

一
八
%
(
耕
地
面
積

か
ら

云

へ
ば
全
耕
地

の
約
三

分

の
二
を
占
む
)
を
占

む

る

に

過

ぎ
な

い
。
從

て

一
七
五

工
ー

ヵ
1
以
下

の
農

場

(全
農
場
数

の
八

二
%
を
占
む

る
)
は
、
全

ト
ラ
ク

タ
ー

の

一
八

%

を
使
用

し

て
み
る

に
過

ぎ
な

い
。

コ
ン
バ
イ

ン
に
至

っ
て
は
、
之

が
有
数

に
使

用
さ

る

、
に
は
、
四
八
○
乃

至

一
〇
四
〇

エ
ー

カ
ー
の
農
場

を
必
要
と
す

る
が
故

に
、
機
械

を
使
用

し
得

ざ

る
小
農

は
不

利
を
蒙

ら
ざ

る
を
得

な

　

ア

い
。

ス
ッ
テ

ン
ス
キ
イ
賎
謂

ふ
、
「
一
纏
濟
學
私

は
農
業

は
軍

な
る
螢
業

で
な
く
抽
生
活

の
手
段

で
あ

り
、
生
活
様

式

で
あ

る
と
な
す
。
然

し
此

の
農

耕

の
安
易

的
性
質

は
、

ア
メ
リ
カ
農

業

に
有

利

に
従
事

し
て
み
る
も

の
～
割
合

33)

34〕

35)

36}

37)
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(総

人

口

に
封
ず

る
)

が

一
八

二
〇
年

の
八
三

・

一
%
か
ら

一
九

二
〇
年

の
二
六

・三
%

に
減

少
す

る
不
可
抗

的
な

行
程
を
阻
止

せ
な

か

っ
た
。
…

殆

ん
ど
総

て

の
小
農

が
彼
等

の
農

耕

の
引
合

は
ざ

る
こ
と
を
見
出
す
ま

で

に
、
長

き
時

日
を
要

し
な

い
で
あ
ら
う
」
と
。
技
術

的
進
歩
が
農
業
生
産
過
剰

、
從

て
農
業

恐
慌

を
惹
起

せ
る
主

要
原
因

た

る
こ
と
は
之
を
認

め
ざ

る
を
得

な

い
が

.

一
般
不
況

に
基

く
購
買
力

減
退

も
亦
そ
の
原

因

と
し
て
看
過

し
得

な

い

で
あ
ら
う
。
小
農

は
農

業

恐
慌

に
よ

っ
て
必
然

的

に
没
落
す

る
運
命

に
あ

る
で
あ
ら
う

か
。
デ
イ
ー

チ

エ
は

い
ふ
、

「
五
十

年
以
前

の
穀
物
牧
穫

の
増
加

は
、

家

産
所
有
農

民

の

庭
女

地
開
拓

に
よ

っ
て
行

は
れ
た
。
今

日
の
そ
れ
は

ヘ

へ

機

械
を

よ
り
ょ

く
利
用
し
得

る
大
経
管

(
一
千

モ
ル
ゲ

ン
以

上
)
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
…
此

の
新
形
態

の
農

業
維
螢

に
於

て
は
家
族
纒
鞍

は
問

顯
…で
は
な

い
。
萌

し
此
等

の
家
族

経
螢

に
於

て
も
、
螢

利
的
打
箕

が
全
然
徹
底

的

で
あ

る
」
。
此

の
小
農

の
螢

別
心

こ
そ
農
業

恐
慌
中

に
於

て
、
彼
等

を

し
て
自
ら
を
救

ふ
途
を
見
出

さ
し
む

る
も

の
で
は

な
か
ら

う

か
。

四

、
結

盲目

以
上
に
亘
て
農
業
恐
慌

一
般
に
就
て
論
じ
、
・今
日
の
世
界
農
業
恐
慌
に
關
す
る
諸
説

に
就
て
論
及
し
た
。
・今
日

の
農
業
恐
慌
は
主
と
し
て
機
械
化
に
よ
る
過
剰
生
産
と
民
衆
購
買
力
減
少
よ
り
生
す
る
農
産
物
の
需
要
減
少
と
に

基
く
こ
と
は
何
人
も
之
を
否
認
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
後
者
は

一
般
世
界
的
不
況
に
緊
密
に
關
穢
す
る
。
此
の
農
.

業
恐
慌
進
行
中
に
於
て
、
農
産
物
の
下
落
が
農
民
に
特
に
打
撃
を
與
ふ
る
の
は
、
勢
賃
、
運
邊
及
び
販
費
費
用
満

租
税
、
地
代
、
農
民
が
購
入
す
る
工
業
用
品
が
、
農
産
物
の
償
格
に
比
し
て
遙
に
緩
慢
な
る
下
落
の
行
程
を
採
る

{農

業

恐

慌

第
三
十
二
巷

七

一
一

第
四
號

一
二
三
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農

業

恐

慌

第
三
+
二
巻

七
;

第
四
號

三

四

か
ら

で
あ
り

、
雨
着

の
間

に
慣

格
差

を
生
す

る
か
ら
で
あ

る
。
斯

る
事
情

の
下

に
於

て
も
、
技

術
的
進
歩
を

利
用

し
得

る
大
経
螢
と
然

ら

ざ

る
赤
経
螢

と

に
よ

り
て
、
受

く

る
影
響

を
異

に
し

て
み

る
。
蓋

し
前
者

は
農
業
機
・械
化

に
よ
り
農
産

物
債
格

の
下
落

の
下

に
あ

っ
て
も
、
生
産
費

の
低

下

に
よ
り

て
生
産
籏

張
を
な

し
得

る
か
ら

で
あ

る
。

併

し
小
農

は

一
部

論
者

の
考

ふ

る
如

く
、
必
然

的

に
没
落

す

べ
き
運
命

に
あ

る
で
あ

ら
う

か
。
ア
メ
ー-
ヵ

に
於

け

る

が
如

き
螢

利
化

さ
れ
た

る
家
族
経
螢

は
、
恐
慌
そ

の
も

の

、
中

に
於

て
何
等

か
の
劃
策
を
見
出

す
で
あ
ら

う
。
即
ち

彼
等

も
亦
機
械
使
用

を
可
能
な
4一
し
む

る
共

同
経
聲

の
形
式

に
向

っ
て
、
徐

々

に
進
む

も
の
で
は
な

か
ら
う

か
。

今

日

の
農

業
恐
慌

の
及

ぼ
す
影
響

は
、
大

経
螢

と

小
縄
螢
と

に
よ

っ
て
異
な

る
と
同
様

に
、
地

理
的

に
も
亦

異

な

る
。
即
ち

ア
メ
リ
カ
内
部

に
於

て
も
東
部

中
原

地
方
と
西
部
集

約
農
業
地

方
と

に
於

て
、
更

に
ア
メ
リ
カ
、

ヵ

ナ

グ
、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
及
び
濠
洲
と
欧

洲
と

の
間

に
於

て
。
世
界
農
業

恐
慌

は
何
時

終
り
を
告

ぐ

る
で
あ
ら

う

か
。

こ
は

一
般
世
界

不
況

の
進
展
如
何

に
よ

っ
て
も
大

い
に
左
右

さ
れ

る
。
農
業
自

髄

の
鮎
よ
り
考

ふ
れ
ば
先
づ

ア
メ

リ
カ
其
他

の
新
開
國

に
於

て
、
農

業

恐
慌

が
生
産
制
限

(勿

論
徐

々
で
は
あ

る
が
)
に
よ

っ
て
漸

次
緩

和

さ

る
～
で

あ
ら
う
が

、
欧
洲
農
業

は
尚

ほ
長

く
償
格
下

落

の
下

に
苦

し
む

こ
と

で
あ
ら

う
。
蓋

し
爾
者

の
間

に
於

け
る
生
産

費

の
懸
隔

は
絵

り

に
甚

だ
し

い
か
ら

で
あ

る
。
今

一
例

と
ル

て

フ
ラ

ン
ス
と

ア
メ
リ
カ
其
他

の
諸
国

に
於

け

る

一

　

エ
ー

カ
i
當
り

の
小
蛋
生
産
費

を
示

せ
ば

次

の
如

く
で
あ

昏
σ

】
遣

一
年

一
巻

四
年

一
九
二
五
年

「
些

一
六
年

一
九
二
七
年

一
九
二
八
年

四
・掴

六
八

義

。
一

.

三
軸

。
二

四
恥

九
九

四
㍉

左

大
経
螢

三
九
・
三
五

…

ス
{小

経
管

四
七
.
二
二

五
八
・四

二

六
〇
・
四

八

四
五
・
六
三

五
三

・九

八

五
七
・
二
六

北

米

合

衆

國

三

・〇
二

三

・
八
八

一
三

・
璽

一二

三

八

三

・
三
〇

三

.
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■

カ

ナ

ダ

!

二
〇
・
五
七

ー

-

ー

ー

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン

ー

一
五
二

六

I

I

I

」

1

深

淵

=
二
・四
二

一
三
・二
六

一
五
・九
四

一
六
・四
九

i

I

前

世

紀

の
農

業

恐
慌

は

一
八
七

五

年

よ

り

一
九

〇

〇

年
迄

続

い

た
。
併

し

ア

メ
リ

カ
其

他

の
新

開

地

が

少

く
な

り

、

生

産

費

が
増

加

す

る

に

つ
れ

て
、
欧

洲

農

業

恐
慌

は
自

か
ら

終

息

を
告

げ

た

。
今

日

の
農

業

恐
慌

も
大

経

菅

が
機

械

化

に
よ

っ
て

、
穀

債

の
下

落

に
拘

ら

す

、
生

産

費

低

下

に
よ

っ
て
生
産

を
続

く

る

こ
と
可

能

な

る
限

り

、
穀

偵

の
上
昇

は
容

易

に
之

を

期

待

し

得

な

い
で
あ

ら

う

。

從

て
農

業

恐

慌

は
樹

ほ
慢

性
状

態

を
続

く

る
で
あ

ら

う

。

叉

か

～

る
農

業

生
産

力

の
登

展

に

ス
ッ
デ

ン

ス
キ

イ

の

云

ふ
如

き

、
何
等

か

の
波
動

的

性

質

が
あ

る
か

否

か

の
問

題

に
就

て

は

、
癒

易

に
之

を
解

決

し
難

き
所

が

あ

る
・

農

業

恐

慌

第
三
十
二
巷

七

一
三

第
四
號

=

一
五


